
ぬ ま づ 議 会 だ よ り

早
く
広
域
合
併
が
実
現
で
き
る
よ
う
全

力
を
傾
け
て
い
く
。

問　

定
額
給
付
金
の
給
付
に
合
わ
せ
て

発
行
さ
れ
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の

具
体
的
な
内
容
は
。

答　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
に
つ
い
て

は
、
市
内
で
の
消
費
拡
大
を
図
る
た
め
、

国
の
緊
急
経
済
対
策
の
一
つ
で
あ
る
定

額
給
付
金
の
給
付
時
期
に
合
わ
せ
て
発

行
で
き
る
よ
う
、
沼
津
商
工
会
議
所
及

び
沼
津
市
商
工
会
と
と
も
に
準
備
を
進

め
て
い
る
。
商
品
券
の
発
行
総
額
は
五

億
五
千
万
円
で
、
そ
の
う
ち
プ
レ
ミ
ア

ム
分
は
五
千
万
円
で
あ
り
、
販
売
額
の

一
〇
％
を
上
乗
せ
す
る
考
え
で
あ
る
。

商
品
券
は
千
円
券
の
十
一
枚
つ
づ
り
を

一
万
円
で
五
万
セ
ッ
ト
販
売
し
、
有
効

期
間
は
お
お
む
ね
六
カ
月
で
、
商
品
券

を
使
用
で
き
る
店
舗
等
は
市
内
全
域
を

想
定
し
て
い
る
。
商
品
券
の
販
売
は
、

沼
津
商
工
会
議
所
、沼
津
市
商
工
会
原
・

戸
田
支
所
を
初
め
、
中
心
市
街
地
等
に

販
売
所
を
設
け
る
な
ど
、
消
費
者
が
商

品
券
を
購
入
し
や
す
い
よ
う
、
商
工
団

体
と
と
も
に
検
討
を
重
ね
て
い
る
。

企
業
会
計
で
は
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰

り
入
れ
に
依
存
せ
ず
、
財
務
体
質
の
独

立
採
算
を
目
指
し
、
引
き
続
き
経
営
の

合
理
化
、
効
率
化
に
努
め
て
い
く
。

問　

広
域
合
併
に
向
け
た
行
財
政
課
題

に
対
す
る
認
識
は
。

答　

地
方
自
治
体
が
そ
の
地
域
に
最
も

ふ
さ
わ
し
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
み
ず
か

ら
の
意
思
で
展
開
す
る
に
は
、
こ
れ
を

支
え
る
権
限
・
財
源
・
人
材
が
い
ま
だ

不
十
分
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
現

在
、
県
東
部
地
域
の
市
町
は
安
定
し
た

行
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
る
が
、
社
会

の
変
化
や
道
州
制
へ
の
移
行
を
見
据
え

る
と
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
こ
の
地
域
は

将
来
埋
没
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か

と
い
う
危
機
感
を
強
く
持
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
み
ず
か
ら
の
権
限
と
財
源
に

よ
り
地
域
経
営
が
で
き
る
、
高
い
行
財

政
能
力
を
持
っ
た
基
礎
自
治
体
の
実
現

が
必
要
不
可
欠
に
な
る
と
の
考
え
か
ら
、

こ
れ
を
担
い
得
る
規
模
と
し
て
、
ま
ず

は
中
核
市
、
さ
ら
に
は
政
令
指
定
都
市

の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
。
近
隣
市
町

と
ひ
ざ
を
交
え
て
話
し
合
い
、
一
刻
も

一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
金
は
、
七
特
別

会
計
へ
三
十
四
億
五
千
九
百
八
十
四
万

九
千
円
、
四
企
業
会
計
へ
四
十
三
億
六

千
二
百
四
万
五
千
円
、
総
額
は
七
十
八

億
二
千
百
八
十
九
万
四
千
円
と
な
る
。

こ
れ
ら
の
繰
出
金
は
、
介
護
保
険
事
業

特
別
会
計
の
よ
う
に
政
令
で
定
め
ら
れ

た
繰
出
金
は
も
と
よ
り
、
病
院
事
業
会

計
の
よ
う
に
市
民
福
祉
の
向
上
を
図
る

た
め
に
設
け
た
会
計
へ
の
繰
出
金
も
あ

る
た
め
、
あ
る
程
度
の
負
担
は
や
む
を

得
な
い
と
考
え
る
。
し
か
し
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
出
金
は
特
定
財
源
が
少
な

く
、
財
政
負
担
も
多
大
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
行
政
コ
ス
ト
の
削
減
と
と
も
に
、

問　

平
成
二
十
一
年
度
予
算
に
お
け
る

一
般
会
計
か
ら
他
会
計
へ
の
繰
出
金
の

総
額
と
繰
出
金
に
対
す
る
考
え
方
は
。

答　

平
成
二
十
一
年
度
予
算
に
お
け
る

　

第
八
回
（
二
月
）
定
例
会
は
、
二
月
十
三
日
に
招
集
さ
れ
、
三

月
十
九
日
ま
で
の
三
十
五
日
間
に
わ
た
り
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
議
会
で
は
、
市
長
か
ら
平
成
二
十
一
年
度
の
施
政
方
針
が

述
べ
ら
れ
、
平
成
二
十
一
年
度
予
算
議
案
、
平
成
二
十
年
度
補
正

予
算
議
案
及
び
条
例
議
案
等
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お

り
議
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
二
月
定
例
会
に
お
け
る
市
長
の
施
政
方
針
に
対
し
て
は
、

今
回
か
ら
会
派
を
代
表
し
て
質
問
を
す
る
こ
と
と
な
り
、
八
つ
の

会
派
か
ら
代
表
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
八
人
の
議
員
か
ら
個
人
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
議
会
の
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

二
月
定
例
会
の
主
な
内
容

繰
出
金
に
対
す
る
考
え
方
は

一
般
会
計
か
ら
他
会
計
へ
の

一
般

質

問

▼
代
表
質
問
▲

自
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広
域
合
併
に
対
す
る
認
識
は

日
本
共
産
党
沼
津
市
議
団

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
内
容
は

新
政
会
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